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近
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娠

一
ら
す
た
め
に
は
・
私
た
ち
の
体
や
材
産
に
ニ
れ
に
よ
っ
て
不
適
格
と
い
弓
投
車
が
宇
一
一
不
具
又
は
産
じ
ゅ
(

}
警
生
加
え
た
り
、
社
会
り
き
ま
り
に
そ
む
分
以
上
あ
っ
た
樋
合
に
位
、
モ
の
裁
判
官
}
一

一

一

一

に

ゐ

る

鏡

、

歩

行

が

品
い
た
人
が
あ
っ
た
場
合
に
位
、
こ
れ
を
制

は

嘗
然
や
め
き
せ
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
{
一

一
さ
い
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
・
こ
自
力
主
で
す
か

b
、
じ
っ
さ
い
に
は
四
国
民
自
意
志
一

一

若

し

(

困

難

で

あ

る

十
も
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
銭
判
所
で
す
が
、

に

よ

っ
て
裁
判
官
が
任
命
耳
れ
る
と
同
じ
一

↑

こ

正

大

別

し

τ右
の

一
最
高
提
判
所

在

E
2
t
、-E
R
E
-
Z
2
;
Z
2
5r;
警
臨
こ
と
に
な
る
}

一

ょ

う

で

す

が

申

出

に

一

の

裁

判

官

は

細

目

喝

己

、

松

町

忌

主

l
-
み
4
7
醐

わ

け

で
す
.
一

一

ゐ

だ

っ

t
止
、
一
、
一
一

プ
円
賭
に
よ
っ

日

T
型
写
白
露
匝
埠

E
E
7
ζ
1
4
7・
阻

今
回
白
審
査
宇

一

一
て
任
命
さ
れ
描

v
b
i
-
-4
-
t
回

投

票

は

五

三

一

じ
つ

い
て

は

業

務

主

一
る
こ

kz
f
i、a
r
i
l
-、
!

も

む

裁

判

定

一

一，

叉

は

市

町

村

長

の

証

~
っ

て
い
ま
す
.
し
か
し
、
こ
う
し
て
任
命

つ

い

て
行
は
れ
ま
す
既
に
み
な
さ
ん

由

ぉ

一

一

切

答

三

、

に

つ

い
て

一
さ
れ

た
裁
判
官
が
、
富
良
の
総
意
に
遜
し
宅
へ
審
質
量
報
剖
由
配
付
さ
れ
て
い
る
の
で
F

一
1

1

一

ヤ
る
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
る
こ
&
が
と
れ
を
孟
〈
読
ん
で
・
こ
れ
ら
白
人

々

の

一

-
は
、
医
師
、
助
産

一
必
要
t
す
が
、
そ
れ
を
み
ん
な
の
投
再
に

経
餐
な

E
t
+分
輔
副
叫
し
、
ま
あ
が
い
り

一
…一

の
証

明

書

が

必

L

土
っ
て
き
め
る
白
が
、
最
高
寂
剣
斯
識
剣
a
e
M
u
r
審
査
を
い
た
じ
ま
し
よ
ろ
よ

一

一切

す

。

詳

細

に

つ

」

官

ω国
民
審
査
で
す
。
こ
，市
比
、
任
命
後

証

、

L

て

は

選

挙

管

理
4

‘

-
ー
に

お

お

γ

~48号昭和33年5月10日発行

日

{ム)

一5

り

月寝2

かね町政t:.よも、ま

モ
-E・じ
ゅ
!

ez-e 

<#  

票日
0* 

'4・
r
ts-
T
a
c

，山火予防期間

5 月一一一6 月一日

動一

o

腿
一
同
一

品
市
一

4
『

員
四
一

組
…
比
山

口
M
M
同
月
dno 

M
-'
 

録

の

山

を

山

火

か

ら

守

りょ

う

ま

し

-
輔
林
位
「
育
り
に
百
年
晶
画
ゆ
る
に

一
瞬
」
&
い
わ
れ
主
お
り
ま
す
.

こ
泊
費
量
且
な
賢
湿
宜
山
火
よ
り
守

る
に
は
-
人

一
人
ロ
平
素
心、、
M

掛

が
必
要
で
す
@

今
年
こ
そ
は
今
金
町
に
一
件
町
山

火
も
な
い
よ
う
お
守
一
昨
注
意
致
し

ま
し
ょ
う
。

日
赤
比
国
際
協
力
事
態
の
推
温‘

世官
官
対
策
、
無
西
村
無
陸
部
一
由
白

解
田
市
、
青
少
年
育
成
曹
の
批
会
事

繋
宣
行
っ
て
居
。
ま
す
.

'す 皆今
. 様年

目も
LY 御 自
ζ;:..t" ，1協 い
嘉正 力務
認内 f を 根
.:;..........‘ お軍

司目 、動
、、 r-

と ztE 
.• ....... '-，-!> 量 .o

f官



~ •.. ~ .，.~ 

(二)

。

「

公

明

選

挙
」
運
動

引

趣

旨

芝

、
政
治
白
動
き

て

政

党
の
主
義
主
建
畠
て

党
員
の
活
動
な
ど
を
よ
〈
注

Y

住
み
主
い
局
、
ゐ
」の
し
い
生
活
生
誕
〈
た
地
に
は
・
上

い
此
治
ぷ
必
裂
で
す
し
た
り
、
正
噌
喝
な
り
家
庭
で
椙
E
O
烹
克
生
越
ベ
合
う
こ
と
も
大
切
で
す
・

工
い

致
喧
3
符
は
れ
る
に
は
故」君
主
行
う
人
に
立
銀
な
よ
い
人
士山
同一一世
ぶ
こ
と
で

然
し
最
後
に
き
ゐ
る
白
は
あ
く
ま
で
自
分
で
す
4

自
分
司
烹
志
で
あ
ワ
良
心

ナ
円

そ
れ
に
は
誤
る
〈
正
し

い
寄
託植
民
よ
っ
て、

伐
持
者
生
選
び
出
す
こ
と
が
で
す
・
人
情
に
か
ら
ん
だ
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一
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人
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』
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す
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流
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し
た
り
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廷
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干
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し
た
り
、
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暴
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事
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迫
生
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た
場
合
辛
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ろ

ど
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侯
矯
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も
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に
え
る
も
の
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い
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て
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ん
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ら
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猿
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判
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っ
て
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占
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ば
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司
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翠
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国
河
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濁
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な
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せ
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℃
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葉
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す
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志
.
無
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、
.
無
自
覚
を
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ら
は
す
九
告
で

と
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忘
れ
て
は
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り
ま
せ
ん
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あ
っ
て
、
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と
え
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っ
ち
の
方
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へ
走
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
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演
草

。
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刑
者

に

投
票

寸

れ
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よ
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か

巴
身
士
ま
か
せ
る
よ
う
な
も
の
で
・
ど
こ
え
渇
れ
て
梓
か
れ
る
か
わ
か
り
玄
せ

で
は
沢
山
わ
侯
能
者
担
当

か
ら
ど
う
し
て
投
票
し
よ
う
と
す
る
人
生
決
め
た
ん
・
謡
医
を
静
な
こ
と
で
す
@
発
事
に
は
必
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草
生
し
て
、
是
非
棄
再
生
な
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し
ま
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ょ
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.
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療
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気
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た
め
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所
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ら
れ
な
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在

普
段

一
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党
主
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い
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の
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ど
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致
党
票
が
で
者
ま
ず
か
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な
る
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自
に
役
場
一
円
滋
課
管
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電
員
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一
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あ
ゐ
か
喝
現
在
日
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で
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番
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回
向
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な
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を
う
ま
〈
解
決
し
て

手
続
の
し
察
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し
な

い
よ
号
に
し
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下
さ
い。
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ゆ
げ
を
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な
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由
政
主
で
あ
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か
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ろ
い
ろ
の
晶
生
調
べ

て
み
て
自
分

の
摺
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得
る
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党
主
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な
け
れ
ぽ
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ま
せ
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法
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が
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ま
っ
た
ら
.
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む
侯
穏
岩
士
包
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ゐ
ま
す
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補
者
坦
改
党
内
又
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讃
皆
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あ
ろ
，フ地
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力

韓
民
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=
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司
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♂
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が
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に
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の

，
』
さ

が

ら

を

参

考
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し
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、
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(
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し
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よ
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が
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れ

ま
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よ
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皆

さ

ん
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協
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お

願

い

致
し

ま

す

いま かね町議だよ昭和13制耳10自衛守
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が
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が
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が
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ず

で

す

。

政

治

が

な

た

も

の

幸

福

を

ほ

ん

さ

う

じ

考

え

て

い

る

か

ざ
う

か

・ピ
た
え
ず

注

意

し

て

い

な

け

れ

ば

な

h
ま

せ

ん

。

公

明

選

挙

と

は

、

な

た

も

の

関

誌

の

み

ん
な

が

ニ
の

L
う

な
気

持

に

な

ち

選

挙

の

時

は
立

波

な

人

に

投

票

し

て

尽

の

政
治

が

正

し

い

方

向

に

向
う

ニ

と

を
鶏

待

す

る

も

の

で

す

。


